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2023年５月 23日 

各  位 

会 社 名   

代 表 者 名  代表取締役社長 下地 毅 
（東証ﾌﾟﾗｲﾑ市場 コード番号 3608） 

問 合 せ 先  経営企画部 戦略・広報IR課 長谷川 俊介 
Ｔ Ｅ Ｌ  03(5785)6400 

（訂正）「2023年２月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

2023年４月 12日に開示しました、「2023年２月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の記載内容に誤りがござい

ましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

 

◎訂正について 

（１）訂正の理由 

   記載内容に誤りがございましたので、訂正いたします。 

（２）訂正の内容 

＜報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報＞ 

  当連結会計年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日) 

【訂正前】 

    (単位：百万円) 

 

報告セグメント   調整額 

(注)１、(注)４ 

(注)２、(注)５ 

連結財務 

諸表計上 

額(注)３ 
アパレル 

関連事業 
その他 計 

売上高     
 

  外部顧客への売上高 149,236 5,156 154,393 63 154,456 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

113 668 781 △781 ― 

計 149,349 5,825 155,175 △718 154,456 

セグメント利益又は損失（△） 4,543 △24 4,519 △2,189 2,329 

セグメント資産 76,484 6,124 82,609 52,818 135,427 

その他の項目      

減価償却費 1,812 199 2,011 1,461 3,473 

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 

1,853 308 2,161 2,367 4,528 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△2,189百万円は、事業セグメントに帰属しない全社費用4,323百万円及び

連結会社間の内部取引消去額2,452百万円等によるものです。 

２ セグメント資産の調整額52,818百万円は、事業セグメントに帰属しない全社資産59,965百万円及び連結会社間の

内部取引消去額△7,147百万円です。 
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   ３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

４  減価償却費の調整額1,461百万円は、主に全社資産の償却費です。 

   ５ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,367百万円は、主に全社資産に係るものです。 

 

【訂正後】 

    (単位：百万円) 

 

報告セグメント   調整額 

(注)１、(注)４ 

(注)２、(注)５ 

連結財務 

諸表計上 

額(注)３ 
アパレル 

関連事業 
その他 計 

売上高     
 

  外部顧客への売上高 149,236 5,156 154,393 63 154,456 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

113 668 781 △781 ― 

計 149,349 5,825 155,175 △718 154,456 

セグメント利益又は損失（△） 4,543 △24 4,519 △2,189 2,329 

セグメント資産 76,484 6,124 82,609 52,818 135,427 

その他の項目      

減価償却費 1,812 199 2,011 1,496 3,508 

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 

1,853 308 2,161 2,367 4,528 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△2,189百万円は、事業セグメントに帰属しない全社費用4,323百万円及び

連結会社間の内部取引消去額2,452百万円等によるものです。 

２ セグメント資産の調整額52,818百万円は、事業セグメントに帰属しない全社資産59,965百万円及び連結会社間の

内部取引消去額△7,147百万円です。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

４  減価償却費の調整額1,496百万円は、主に全社資産の償却費です。 

５ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,367百万円は、主に全社資産に係るものです。 

 

以 上 


